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内容 

平成３０年６月に発行した三訂補訂版に、令和３年の少年法等の一部改正法の施行等に伴う改訂を行ったほ
か、特定少年に関する章を新設して、特定少年に関する特例の適用等についての詳細な解説が加えられたもの
で、少年事件を取り扱う実務家にとっては格好の書となっています。 
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 第５  抗告及び抗告受理の申立て
の理由  

 第６  抗告申立てと抗告の効力  
 第７  抗告受理申立てとその効力  
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